
次に択伐によって生じ疋孔状面の変化をみます。

昭和６３年の択伐後と平lili5年の樹冠投影図の比

鮫で明らかです。択伐によって生じ尼孔は３個、

それが塞がって小ごくなってい蔵す。その減少率

は７７パーセントです。

それは孔状面周職木の樹冠の広がりと、稚幼樹

の戚長がそうごせだものごす。舐尼択伐以iiiから

存在し尼疎開地も、稚幼樹の更新・戚長が促され、
林分の騒閉に向かっております。（図３）

以上簡単に述べましだが、知床の森林には局い

生産力が秘められております。過去知床乙は異な
る流賎ご択伐の肥録があります。それらの箇所も

合では露純密閉し、苔むし朽らだ伐根が当時の
伐採の名残を微かに止めているだけです。

含……酷寒の中、注目すればキタコプシやヤナニＩ

平威７年２月

第３５号
(図3）孔状面（空間円周）の変化9リセ
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注目すればｷﾀｺﾌｼやﾔﾅｷﾞの冬芽もすこし膨らみ､春を感じ取っている齢です。

豊かな知床｜活力=…だ半島０つ森林

知床半凰は合眠りの中｡北韓４３度50分～４４度20愈十東経１４４度４５分～１４５度２０分
の区域の中て､鶴面積的１０万○Fタールの半島が僻がに佇んでしばす。風によって沖合に移動する
職鰹もシャーベット状の海は蓮葉氷を浮かべて醸そう。トドマツやミズナラ・ｲﾀﾔｶｴﾃﾞなどの
8+広混交林と、その上部に広がるエゾマツ・トドﾏﾂQ駄葉僅林鷺は厚く雪を積もらせ､積雪に見え
隠れするﾊｲﾏﾂ帯の上郡高山地裾は､鞠白に錘いて紺曾の宙に鰯立ってい瀬。叫
知床の森林地鵬睡冷聯という気候帯に厩分布,ろ針葉跳広葉樹の混つ疋森林(冷温帯汎針

広混交林）ご、安山岩の斑岩の上に堆稿しだ褐色森林土という±壇上に鰯立しております。年間雨園

来到氷壺乢

雲霧壼鍾霊知床はいま露霞憲
いまオホーツ

ク海は流氷に頚

われています。

その一部は知

床半島をまわり、

根室海鍍に入り

ましだ。北風が

強いせいど、続

々こ押し寄せて

来る感じこす。

例年にくらべ今冬は雪が多いところに、２月１フ日朝から雪
が間断なく降り、ときには風風曾となって荒れだ。知床の森は
原＜雪が積もり、技は湿國置粟せ塵そうに尼わんでいる。一面
雷に密われ危沢沿いは、寒気の暖砂もあって小さな水面を観か
せだ沢は騎鮒な流れごある。

咲く風は冷疋いがもう鞘とけし壱は怠い。雷面に凰紋や吹さ
調まりが見え、因感のある蟹のオブジェが所どころに見える。
森の中は倒木や下生えがすっぽり積雪に阻札、大木が－照存

在感を噂している。雪を割って深い溝が長くのび、一群れのエ
ゾシカが通つだ跡をとどめている。所どころに樹皮を画われだ

７９９ミリ（２４年間平均）、園高気温３５

度Ｃ（昭和５３年７月）圃低気温マイナス３

３度Ｃ（昭和５２年２月）という気象条件、

稿雷期間約５か月という条件下で林地の生産

力は旺盛ごす。

この生産力をちょっと検証してみます。

オホーツク海に面し厄知床半島のやや中央部、

願高１６０メートルの低山部の針広混交林の

国有林で、昭和６２年４月に伐採率５％の択

伐が１３８ヘクタールの面稿ご行われましだ。

この択伐区越の中、北東に面し庵斜面に試

験地１４８１平方メートルが段定され、鯛査

は昭和６３年度からスタートしま

しだ。調査結果の何点かについて

述べます。
（図２）

天然更新状況は良好ごす。ミス

(図i）天然更新状況
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先日ＮＨＫＴＶご放狭されだ『生さもの・地球

紀行』乙、オホーツク海の流氷下の海洋生魍系と

食物連鎖（膨大怠樋・動物プランクトンの発生）

の始まりが紹介されましだが、毎年到来するこの

琉氷ｽﾞﾌﾞも尼ら可思感ははかりしれません。

いま森,塵深く、枯れることのない浅い諭流で、
とっくに鱒化し尼サケの稚魚が鰯侵しているはず。

この稚魚も春には川を下り泡に入って、プランク

トンの恩慶に浴するわけ乙､生態系は海洋と轟林
は深く繁っているといえます。

食物連鏑の頂上部に位置するオオワシさえも、

その他の生物と同じように流氷と関わりを持って

生きていると宮えます。

立木が痛々しい。テ

ンやキタキツ案の足

跡が見え、とさおり

カケスが無粋趣OL１ひ

き上げる。園して森

は厳かに静まり、も

うまもなくの露解け

琶じっと荷っている

ようだ｡
｡ 
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林分材調の推移

薑ナラ伐採木の樹冠下では、伐採後

稚苗の発生・戚長が旺盛ごす。
（図１）

林分材稿の推移では、針葉樹広

葉樹とも小径木の本数惚加が目立
ちますｎまだ材稿もわずかですが

確実に鯉えております。これは稚
幼樹～小径木～中径木への進階が
願関に進んごいることを示してい
ます。（図２）
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